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通水石管 

敷石 

(上下に赤土も使用) 

裏築(うらつき) 

補強石垣 ※ハバキ石垣 

（明治初め頃に設置。古写真

にて確認可。） 

円礫(えんれき)：高さ等の調整のために使用 

裏築の面（つら）が欠損しているものが多い。

（この範囲の左右は面が残っている） 

石管(ヘ48) 

周囲より一回り小さい。 

元は木管だったが石管に置き換えられている（時期は

昭和35年以前：重要文化財指定前）。 

凡例：【黄色】構造等の説明  

【赤色】損傷に関するもの 

亀裂がある石材（顕著なもの） 

［資料１－１］ 裏築
うらつき

の状況 （オルソ写真） 

 

◆ 通潤橋の敷石より下部の構造、裏築（うらつき）の状態は、建造以来初めて 

明らかになりました。 

 


